
4款　1項　3目

【会計】一般会計

4款：衛生費　1項：保健衛生費　3目：予防費

125

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

21,231千円 179千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

19 扶助費

予防接種扶助費 21,410千円

21,410千円

造血細胞移植等後定期予防接種ワクチン再接種費用助成
　（2人分）

計

事業の概要

・おたふくかぜワクチン、風しんワクチン、帯状疱疹ワクチンの接種費用の一部を助成します。
・ヒトパピローマウイルス感染症ワクチンの接種費用、定期予防接種ワクチンの再接種費用の全部または一部
を助成します。
・個別通知やホームページ、広報紙等により、制度の周知を図ります。

ヒトパピローマウイルス感染症ワクチン接種費一部助成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20,000円×20回）

おたふくかぜワクチン接種費一部助成（3,000円×750回）

風しんワクチン接種費一部助成（5,000円×25回）

帯状疱疹ワクチンワクチン接種費一部助成
（不活化ワクチン：5,000円×2回×1,800人、生ワクチン：2,000円
×1回×200人）

事業の目的

・おたふくかぜワクチンの接種により、子どもの健康維持を図るとともに、子育て支援の充実を目的とします。
・風しんワクチンの接種により、先天性風しん症候群の発生予防等を図ることを目的とします。
・ヒトパピローマウイルス感染症ワクチンの積極的勧奨の差し控えにより、定期接種での接種機会を逃し、任意
接種を自費で受けたかたに対して、公費負担の公平性を確保することを目的とします。
・帯状疱疹ワクチンの接種により、健康の保持増進に寄与することを目的とします。
・造血細胞移植等で定期予防接種による免疫が消失した方に、再度予防接種を受ける環境を整備します。

事業の効果

・予防接種は、個人個人が病気にならないために接種するものですが、多くの対象者が予防接種をすることに
より、疾病そのものの蔓延予防と、医療費の削減にもつながります。
・任意接種を自費で受けたかたの自己負担額の軽減に寄与します。

節 説明

令和6年度　当初予算要求事業内容説明書

第1章　ともに支え合い誰もがいきいきと暮らせるまち（福祉・健康・子
育て）

施策1　相談・交流の場を充実し、妊娠・出産・育児期に係る切れ目
のない支援を行います

事業 感染症等予防事業（任意予防接種）

基本施策2　子育て支援

担当所属 母子保健課

予算要求額
（財源内訳）

21,410千円


